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主旨

　燃料電池自動車の普及を起爆剤とした水素社会実現のための動きが加速しつつあり、2020年の東京オリン
ピックでの普及実現性の実証を目指して、産官学が協力して研究開発を推進している。燃料電池技術はドローン
や鉄道への展開も試みられており、主要部品であるCFRP製高圧水素容器の信頼性を確保する合理的な方法論
が求められている。本ユーザー会では、文部科学省およびNEDO事業の助成を受けて開発した、複合材料強度
信頼性評価シミュレーター「FrontCOMPシリーズ」の、CFRP製圧力容器の設計と製造の高度化への活用事
例を紹介するとともに、CFRP製容器の安全性と安心を確保するための方法論を、幅広い分野からの知見をも
とに検討する。

年　会　費：賛助員の場合：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）

運 営 方 法：2ヶ月に1度会合を開き、燃料電池自動車、鉄道、航空宇宙など様々な分野で活用されている
　　　　　　 CFRP製容器の技術情報を提供する。

多給糸フィラメントワインディング技術を活用したCFRP製圧力容器の設計と製造の高度化

2020年度　特別研究会






